
一
四
九

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
度
　
研
究
所
報
告

 

１
．
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
度
構
成
員

□
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
構
成
員

所
長 

岩
田　

幸
訓

兼
担
所
員　

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

牧
角　

悦
子

同　
　
　
　

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

町　

泉
寿
郎

同　
　
　
　

国
際
政
治
経
済
学
部
教
授 

小
具　

龍
史

同　
　
　
　

国
際
政
治
経
済
学
部
専
任
講
師 

菊
地　

宏
樹

客
員
研
究
員 

石
橋　

賢
太

□
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
運
営
委
員
会
構
成
員

所
長 
岩
田　

幸
訓

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長 
牧
角　

悦
子

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

町　

泉
寿
郎

文
学
研
究
科
長 

山
口　

直
孝

国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
長
・
国
際
政
治
経
済
学
部
長

 

佐
藤　
　

晋

国
際
日
本
学
研
究
科
長 

松
本
健
太
郎

文
学
部
長 

江
藤　

茂
博

文
学
研
究
科
選
出
委
員 

原　

由
来
恵

国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
選
出
委
員 

今
井　

悠
人

国
際
日
本
学
研
究
科
選
出
委
員 

林　
　

英
一

文
学
部
選
出
委
員 

田
中　

正
樹

国
際
政
治
経
済
学
部
選
出
委
員 

古
田　

拓
也

□
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
企
画
・
編
集
委
員
会
構
成
員

所
長 

岩
田　

幸
訓

兼
担
所
員　

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

牧
角　

悦
子

同　
　
　
　

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

町　

泉
寿
郎

同　
　
　
　

国
際
政
治
経
済
学
部
教
授 

小
具　

龍
史

同　
　
　
　

国
際
政
治
経
済
学
部
専
任
講
師 

菊
地　

宏
樹

文
学
研
究
科
選
出
委
員 

原　

由
来
恵

国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
選
出
委
員 

今
井　

悠
人

国
際
日
本
学
研
究
科
選
出
委
員 

林　
　

英
一

文
学
部
選
出
委
員 

田
中　

正
樹

国
際
政
治
経
済
学
部
選
出
委
員 

古
田　

拓
也

□
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
構
成
員

セ
ン
タ
ー
長　

文
学
部
教
授 

牧
角　

悦
子

セ
ン
タ
ー
員　

文
学
部
教
授 

田
中　

正
樹

同　
　
　
　
　

文
学
部
専
任
講
師 

和
久　
　

希

同　
　
　
　
　

国
際
政
治
経
済
学
部
専
任
講
師 

今
井　

悠
人

同　
　
　
　
　

文
学
部
非
常
勤
講
師 

中
根　

公
雄

研
究
協
力
員　

広
島
大
学
名
誉
教
授 

市
來
津
由
彦

同　
　
　
　
　

東
洋
大
学
名
誉
教
授 

吉
田　

公
平

同　
　
　
　
　

活
水
女
子
大
学
名
誉
教
授 

荒
木
龍
太
郎

同　
　
　
　
　

横
浜
市
立
大
学
教
授 

小
幡　

敏
行

同　
　
　
　
　

秀
明
大
学
専
任
講
師 

久
米　

晋
平

助
手 

大
森　

幹
太



一
五
〇

□
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
構
成
員

セ
ン
タ
ー
長　

文
学
部
教
授 

町　

泉
寿
郎

セ
ン
タ
ー
員　

文
学
部
教
授 

牧
角　

悦
子

同　
　
　
　
　

文
学
部
教
授 

田
中　

正
樹

同　
　
　
　
　

文
学
部
教
授 

五
月
女
肇
志

同　
　
　
　
　

文
学
部
教
授 

王　
　

宝
平

同　
　
　
　
　

国
際
政
治
経
済
学
部
専
任
講
師 

今
井　

悠
人

研
究
協
力
員　

文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師 

中
村　
　

聡

同　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
主
幹
研
究
員

 

會
谷　

佳
光

同　
　
　
　
　

大
東
文
化
大
学
准
教
授 

上
地　

宏
一

同　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
研
究
員 

清
水　

信
子

同　
　
　
　
　

日
本
文
化
大
学
教
授 

川
邉　

雄
大

同　
　
　
　
　

二
松
学
舎
大
学
非
常
勤
講
師 

武
田　

祐
樹

同 

亀
田　

一
邦

助
手 

（
四
月
～
七
月
）
鈴
置　

拓
也

 

（
八
月
～
三
月
）
大
江　

公
太

２
．
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
運
営
委
員
会

第
一
回

日　

時　

五
月
二
四
日
（
水
）
一
二
時
三
〇
分

場　

所　

二
〇
二
教
室

議　

題　

①　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
長
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
選
考
に
つ

い
て

②　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
・
陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
二
三
（
令

和
五
）
年
度
特
別
事
業
費
に
つ
い
て

③　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

構
成
員
及
び
事
業
概

要
に
つ
い
て

④　

 

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

構
成
員
及
び
事
業
概
要
に

つ
い
て

⑤　

 

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

構
成
員
及
び
事
業
概
要

に
つ
い
て

⑥　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
継
続
に
つ
い
て

⑦　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

兼
担
所
員
（
共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
者
）
の
学
内
公
募
に
つ
い
て

⑧　

 

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

助
手
の
学
内
公
募
に
つ

い
て

⑨　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
・
陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

紀
要
・
雑
誌
の

原
稿
募
集
に
つ
い
て

⑩　

そ
の
他

第
二
回

日　

時　

七
月
六
日
（
木
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

兼
担
所
員
（
共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
者
）
の
選
考
に
つ
い
て

②　

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

助
手
の
選
考
に
つ
い
て

③　

そ
の
他

第
三
回

日　

時　

一
〇
月
四
日
（
水
）
一
二
時
三
〇
分

場　

所　

四
〇
一
教
室

議　

題　

①　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
〇
二
四
（
令
和

六
）
年
度
特
別
事
業
費
予
算
申
請
に
つ
い
て

②　

 

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
漢
学

者
記
念
館
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
（
一
〇
月
二
八

日
・
本
学
）



一
五
一

③　

 

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
案
）

に
つ
い
て

④　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
・
陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

投
稿
論
文
の
査

読
に
つ
い
て

⑤　
 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
・
陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

投
稿
論
文
査
読

料
の
改
定
に
つ
い
て

⑥　

そ
の
他

第
四
回

日　

時　

一
二
月
一
三
日
（
水
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

 

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　

二
〇
二
四
年
度
助
手
の
学
内
公
募
に
つ
い
て

②　

そ
の
他

第
五
回

日　

時　

二
月
二
六
日
（
月
）　
　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

内
部
監
査
指
摘
事
項

改
善
結
果
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

②　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

『
東
ア
ジ
ア
学
術
総

合
研
究
所
集
刊
』
第
五
四
集
に
つ
い
て

③　

そ
の
他

第
六
回

日　

時　

三
月
六
日
（
水
）
一
一
時
三
〇
分

場　

所　

二
〇
二
教
室

議　

題　

①　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
長
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
選
考
に
つ

い
て

②　

 

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

　

助
手
の
選
考
に
つ
い
て

③　

 

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
・
陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

各
種
刊
行
物
の

刊
行
に
つ
い
て

④　

そ
の
他

３
．
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
連
絡
会

第
一
回

日　

時　

五
月
一
五
日
（
月
）
一
五
時

場　

所　

一
一
〇
三
会
議
室

議　

題　

①　

構
成
員
・
事
業
概
要
に
つ
い
て

②　

宋
明
資
料
輪
読
会
の
実
施
に
つ
い
て

③　

陽
明
学
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
つ
い
て

④　

『
陽
明
学
』
第
三
四
号
の
原
稿
募
集
に
つ
い
て

⑤　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
に
つ
い
て

⑥　

そ
の
他

第
二
回

日　

時　

九
月
二
七
日
（
水
）　
　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

 

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度
特
別
事
業
費
予
算
申
請

に
つ
い
て

②　

陽
明
学
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

③　

『
陽
明
学
』
第
三
四
号
の
査
読
に
つ
い
て

④　

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
に
つ
い
て

⑤　

そ
の
他

第
三
回

日　

時　

二
月
二
九
日
（
木
）　
　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

助
手
の
選
考
に
つ
い
て

②　

『
陽
明
学
』
第
三
四
号
に
つ
い
て



一
五
二

③　

掲
載
論
文
の
転
載
に
つ
い
て

④　

漢
文
資
料
の
補
修
に
つ
い
て

⑤　

漢
文
資
料
の
購
入
に
つ
い
て

⑥　

成
果
報
告
書
の
刊
行
に
つ
い
て

⑦　

そ
の
他

５
．
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

公
開
講
座
の
開
講

演
習
講
座

①
講
座
名　

古
文
書
解
読
講
座

講　

師　

文
学
部
教
授　

町　

泉
寿
郎

曜
日
等　

火
曜
日　

四
時
限

②
講
座
名　

筆
談
文
献
解
読
講
座

講　

師　

文
学
部
教
授　

王　

宝
平

曜
日
等　

水
曜
日　

三
時
限

③
講
座
名　

『
天
道
溯
原
』
解
読

講　

師　

文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師　

中
村　

聡

曜
日
等　

木
曜
日　

三
時
限

６
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

①
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
漢
学
者
記
念
館
会
議

日　

時　

一
〇
月
二
八
日
（
土
）　

九
時
三
〇
分
～
一
六
時
五
〇
分

会　

場　

 

九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
三
号
館
四
階
三
〇
四
一
教
室
・
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用

テ
ー
マ　

転
換
期
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
と
漢
学

総
合
司
会　

 

日
本
文
化
大
学
教
授
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

協
力
員　
　

川
邉　

雄
大

趣
旨
説
明
・
展
示
解
説

③　

そ
の
他

４
．
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
連
絡
会

第
一
回

日　

時　

五
月
一
八
日
（
木
）
一
二
時
三
〇
分

場　

所　

八
〇
七
教
室

議　

題　

①　

構
成
員
に
つ
い
て

②　

事
業
概
要
に
つ
い
て

③　

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
掲
載
論
文
の
転
載
に
つ
い
て

④　

助
手
の
学
内
公
募
に
つ
い
て

⑤　

 

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
一
九
号
の
原
稿
募
集
に
つ

い
て

⑥　

そ
の
他

第
二
回

日　

時　

九
月
二
八
日
（
木
）
一
二
時
三
〇
分

場　

所　

八
〇
六
教
室

議　

題　

①　

 

二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度
特
別
事
業
費
予
算
申
請

に
つ
い
て

②　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
漢
学
者
記
念
館
会
議
の
開
催
に
つ

い
て
（
一
〇
月
二
八
日
・
本
学
）

③　

 

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
一
九
号
の
査
読
に
つ
い
て

④　

 

資
料
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
（
一
〇
月
三
日
・
四

日
・
鹿
沼
）

⑤　

そ
の
他

第
三
回

日　

時　

二
月
一
四
日
（
水
）　
　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
一
九
号
に
つ
い
て

②　

「
雙
松
通
訊
」
第
三
〇
号
に
つ
い
て



一
五
三

 

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

町　

泉
寿
郎

【
午
前
の
部
】

講　

演
「
兪
樾
の
『
東
瀛
詩
選
』
は
代
編
作
か
」

　
　
　
　
　

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
員

 

王　

宝
平

講　

演
「
日
本
の
漢
文
脈
と
の
出
会
い
と
付
き
合
い
」

 

関
西
大
学
名
誉
教
授　

陶　

徳
民

報　

告
「 

黒
木
欽
堂
と
長
尾
雨
山　

―
―
二
松
学
舎
ゆ
か
り
の
讃
岐

出
身
の
二
大
漢
学
者
」

 

英
明
高
等
学
校
教
諭　

田
山　

泰
三

報　

告
「
安
井
息
軒
に
よ
る
明
治
初
期
の
日
中
学
術
交
流
」

 

宮
崎
市
安
井
息
軒
記
念
館
学
芸
員　

青
山　

大
介

漢
学
者
記
念
館
会
議
・
大
学
資
料
展
示
室
企
画
展
見
学

【
午
後
の
部
】

報　

告
「
日
本
に
再
上
陸
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　

二
松
学
舎
大
学
非
常
勤
講
師
・

 

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
協
力
員　

中
村　

聡

発　

表
「 

一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
大
連
詩
壇
に
お
け
る
日
中
文
人

交
流　

―
―
李
文
権
を
通
し
て
見
る
詩
壇
の
変
遷
」

 

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
生　

王　

弘

発　

表
「
服
部
宇
之
吉
と
『
燕
塵
』」

 

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
生　

張　

付
梅

発　

表
「 

南
拝
山
と
東
洋
医
道
会　

―
―
台
湾
に
お
け
る
漢
方
存
続

運
動
へ
の
影
響
―
―
」

 

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
生　

山
形　

悠

総
合
討
論
・
閉
会

②
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日　

時　

一
二
月
二
日
（
土
）　

一
三
時
～
一
七
時
二
〇
分

会　

場　

 

九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
二
階
二
〇
一
教
室
・
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用

テ
ー
マ　

水
戸
学
と
尊
王
攘
夷

　
　
　
　
　

―
―
近
代
日
本
の
漢
学
と
陽
明
学
―
―

総
合
司
会　

二
松
学
舎
大
学
専
任
講
師
・
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
員

 

和
久　

希

開
会
挨
拶
・
趣
旨
説
明

 

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

牧
角　

悦
子

【
第
一
部
】
報
告

報　

告
「 

水
戸
徳
川
家
の
礼
学
―
―
「
後
期
水
戸
学
」
理
解
の
た
め

に
」 

東
京
大
学
准
教
授　

高
山　

大
毅

報　

告
「
儒
教
史
の
中
に
お
け
る
水
戸
学
」

 

常
磐
大
学
准
教
授　

松
崎　

哲
之

報　

告
「 「
志
士
仁
人
」
と
は
だ
れ
か　

後
期
水
戸
学
に
お
け
る
尊

王
攘
夷
」 

金
城
学
院
大
学
教
授　

桐
原　

健
真

【
第
二
部
】
総
合
討
論

質
疑
応
答
・
総
合
討
論 

司
会　

東
京
大
学
教
授　

小
島　

毅

総
括
・
閉
会
挨
拶

 

二
松
学
舎
大
学
教
授
・
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
員　

田
中　

正
樹

７
．
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共
同
研
究
①

研
究
代
表
者　

文
学
部
教
授　

町　

泉
寿
郎

研
究
課
題　

 

二
松
学
舎
の
「
漢
学
・
中
国
学
」　

―
学
校
制
度

の
な
か
の
「
教
育
・
研
究
」

研
究
期
間　

三
年
（
本
年
度
は
三
年
目
）

実
施
内
容

　

本
年
度
が
本
研
究
の
最
終
年
度
と
な
る
。
基
礎
的
資
料
調

査
の
継
続
と
し
て
は
、
明
治
期
に
漢
学
塾
二
松
学
舎
に
学
び

中
国
大
陸
で
長
く
中
国
語
通
訳
と
し
て
活
動
し
た
清
宮
宗
親

（
一
八
七
六
―
一
九
三
六
）
の
子
孫
か
ら
新
た
に
本
学
に
寄
贈



一
五
四

を
う
け
た
資
料
の
調
査
研
究
を
進
め
た
。
資
料
の
内
訳
は
、
清

末
・
民
国
初
の
中
国
人
に
よ
る
作
品
を
中
心
に
書
画
類
一
四
二

点
、
清
末
か
ら
満
州
国
時
代
の
中
国
大
陸
に
お
け
る
写
真
類

二
七
点
、
そ
の
他
（
辞
令
・
賞
状
・
徽
章
・
器
物
等
）
二
八
点

で
あ
り
、
そ
の
目
録
化
・
資
料
翻
刻
を
行
っ
た
。
清
宮
資
料

は
、
従
来
必
ず
し
も
研
究
蓄
積
の
多
く
な
い
二
松
学
舎
出
身
者

の
中
国
大
陸
で
の
活
動
事
例
と
し
て
意
義
が
あ
り
、
ま
た
二
十

世
紀
初
頭
の
中
国
大
陸
に
お
い
て
三
島
中
洲
と
二
松
学
舎
が
陽

明
学
の
教
育
研
究
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
〇
二
二
年
度
に
収
集
し
た
岡
山
県
浅
口
市
金
光
町

の
金
光
図
書
館
お
よ
び
金
光
教
教
学
研
究
所
に
所
蔵
す
る
三
島

中
洲
・
小
野
家
関
係
資
料
に
関
す
る
研
究
を
進
め
、
研
究
会
に

お
い
て
報
告
し
た
。
ま
た
岡
山
県
の
個
人
所
有
の
山
田
方
谷
・

三
島
中
洲
資
料
の
閲
覧
調
査
を
行
い
、
中
洲
の
向
学
の
契
機
と

な
っ
た
方
谷
十
三
歳
の
七
律
を
見
出
し
て
、
地
元
新
聞
に
報
道

さ
れ
た
。

　

二
松
学
舎
に
お
け
る
「
漢
学
・
中
国
学
」
に
関
す
る
研
究
と

し
て
は
、
渋
沢
栄
一
と
三
島
中
洲
お
よ
び
近
代
実
業
家
の
『
論

語
』
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題
、
大
正
天
皇
と
三
島
中
洲
の
漢
詩
を

媒
介
と
し
た
交
流
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
成

果
の
一
端
を
講
演
な
ど
に
よ
っ
て
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
二
二
年
度
末
に
井
原
市
で
実
施
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
成
果
を
ま
と
め
て
『
備
中
の
漢
学
教
育
―
山
田
方
谷
・

三
島
中
洲
・
阪
谷
朗
廬
・
渋
沢
栄
一
・
興
譲
館
―
』
（
二
松
学

舎
史
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
三
号
）
と
し
て
編
集
刊
行
し
た
。
同
書

の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
部 

　

備
中
の
漢
学
者
と
漢
学
教
育

一　

（
趣
旨
説
明
）
興
譲
館
と
備
中
の
漢
学
者

 

牧
角　

悦
子

二　

雌
伏
の
「
村
学
究
」
―
阪
谷
朗
廬
と
備
中
漢
学
世
界

 

桐
原　

健
真

三　

備
中
の
漢
学
者
か
ら
考
え
る
漢
学
の
今
日
的
意
義

　
　
　

―
山
田
方
谷
・
阪
谷
朗
廬
・
三
島
中
洲
―

 

　

町　

泉
寿
郎

四　

明
治
初
期
興
譲
館
の
教
育
活
動　

　
　
　

―
二
代
目
館
長
坂
田
警
軒
と
窪
田
次
郎
の
関
係
か
ら

 

江
藤　

茂
博

二
部 

興
譲
館
に
関
わ
っ
た
人
物
た
ち

五　

興
譲
館
に
関
わ
っ
た
人
物
―
（
そ
の
一
）
渋
沢
栄
一　

 

木
村　

昌
人

六　

 

興
譲
館
に
関
わ
っ
た
人
物
―
（
そ
の
二
）
馬
越
恭
平
の

足
跡
と
活
動
―
生
い
立
ち
か
ら
三
井
物
産
入
社
ま
で
を

中
心
に 

 

松
本　

和
明

七　

 

興
譲
館
に
関
わ
っ
た
人
物
―
（
そ
の
三
）
泊
園
書
院
の

人
々 

横
山
俊
一
郎

共
同
研
究
②

研
究
代
表
者　

国
際
政
治
経
済
学
部
教
授　

小
具　

龍
史

研
究
課
題　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（C

O
V

ID
-19

）

に
よ
る
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
容
を
考

慮
し
た
革
新
的
な
新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
手

法
に
関
す
る
探
索
的
研
究　

―FFE

（Fuzzy 
Front End

）
段
階
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
地
域

の
国
際
比
較
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
―

研
究
期
間　

二
年
（
本
年
度
は
二
年
目
）

実
施
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
降
「CO

V
ID

-19

」）

に
よ
り
変
容
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
下
、
〝
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
〟
の
考
え
方
に
基
づ
い
たCO

V
ID

-19

と
の
共
存
・
共
生

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
企
業
は
消
費
者
の
態
度
や
行
動
の
変
化

に
対
応
し
た
新
し
い
分
類
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ



一
五
五

ま
で
の
研
究
で
は
、
分
類
ご
と
に
消
費
財
に
対
す
る
購
買
態

度
や
行
動
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
か
ら
推
進
し
て
き
た
本
研
究
で
は
、
こ
う
し
た

CO
V

ID
-19

の
影
響
を
考
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
類
の

類
型
ご
と
に
、
新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る

ア
イ
デ
ア
や
コ
ン
セ
プ
ト
の
相
違
の
比
較
分
析
を
進
め
て
い

る
。
最
終
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
点
や
こ
の
結
果
か
ら

導
か
れ
る
Ｆ
Ｆ
Ｅ
段
階
で
の
最
適
な
新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開

発
手
法
の
検
討
・
提
言
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

最
終
年
度
で
あ
る
本
年
度
終
了
時
ま
で
に
は
、
世
界
的
に

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
容
す
る
潮
流
の
中
で
、
こ
の
傾
向

が
我
が
国
特
有
な
い
し
は
日
本
企
業
が
多
く
進
出
し
て
い

る
他
の
東
ア
ジ
ア
地
域
（
韓
国
・
台
湾
）
も
同
様
か
否
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
国
際
比
較
を
行
い
、
確
認
・
検
証
を
進
め

る
。

　

本
年
度
の
前
半
は
、
主
に
昨
年
度
実
施
し
た
先
行
研
究
に

つ
い
て
、
個
別
研
究
の
単
位
で
詳
細
に
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う

た
め
の
研
究
を
実
施
し
た
。
本
研
究
の
テ
ー
マ
と
関
係
す

るCO
V

ID
-19

と
消
費
者
行
動
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
概
念
と

消
費
者
分
類
、
新
製
品
開
発
等
の
領
野
の
文
献
に
関
す
る
詳

細
レ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
本
年
度
の
後
半
で
は
、

昨
年
度
実
施
し
た
我
が
国
を
対
象
と
す
る
国
内
調
査
に
続
い

て
、
主
要
な
東
ア
ジ
ア
地
域
（
韓
国
・
台
湾
）
を
対
象
と
す

る
海
外
調
査
を
実
施
し
た
。
具
体
的
に
は
、
国
内
調
査
と
概

ね
同
様
の
調
査
項
目
で
あ
るCO

V
ID

-19

に
よ
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
実
態
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
選
択
へ
の
影
響
、
購
買
行

動
実
態
等
を
把
握
す
る
た
め
の
定
量
調
査
で
あ
る
。
な
お
本

調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
あ
り
、
韓
国
・
台
湾
共
に

二
百
二
十
サ
ン
プ
ル
規
模
の
調
査
規
模
に
よ
り
実
施
し
た
。

　

現
在
は
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
様
々
な
角
度
か

ら
多
角
的
に
分
析
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、
本
調
査
は
日

本
・
韓
国
・
台
湾
に
よ
る
国
際
比
較
調
査
で
あ
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
内
に
お
け
る
分
析
は
も
と
よ
り
、
当
該
国
間
の

国
別
比
較
に
よ
る
分
析
を
同
時
推
進
し
て
い
る
。

　

本
研
究
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
関
連
学
会
で
の
発
表
や

学
術
誌
へ
の
投
稿
・
掲
載
等
を
目
標
と
し
て
き
た
。
本
年

度
は
、
前
半
の
詳
細
レ
ビ
ュ
ー
に
関
す
る
研
究
の
成
果
と

し
て
、
九
月
に
「A

 Review
 of R&

D
 and M

arketing 
Integration in N

PD
 U

sing a T
riangulation 

A
pproach w

ith Q
uantitative T

ext A
nalysis.

」
と
い

う
題
目
でA

BA
S Conference 2023 Sum

m
er:Part2

に

て
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度
は
、
こ
の
二
年
間
の

研
究
成
果
を
広
く
公
表
す
る
べ
く
、
学
術
書
（
二
松
学
舎
大

学
学
術
叢
書
）
の
刊
行
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

共
同
研
究
③

研
究
代
表
者　

国
際
政
治
経
済
学
部
専
任
講
師　

菊
地　

宏
樹

研
究
課
題　

 

現
代
経
営
学
の
立
場
か
ら
見
た
、
江
戸
後
期
の

商
家
経
営
お
よ
び
藩
政
改
革
に
つ
い
て
の
研
究

研
究
期
間　

三
年
（
本
年
度
は
一
年
目
）

実
施
内
容

　

経
済
環
境
と
経
営
環
境
の
激
変
に
晒
さ
れ
た
江
戸
時
代
の

藩
と
商
家
は
、
そ
の
経
営
・
運
営
に
お
い
て
大
き
な
課
題

に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
多
く
の
経
営
学

的
な
挑
戦
が
な
さ
れ
、
失
敗
と
成
功
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
よ
う
な
事
例
は
記
録
や
書
物
と
し
て
残
さ
れ
て

お
り
、
多
く
の
歴
史
家
の
興
味
を
引
く
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
商
家
経
営
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
と

す
べ
き
か
、
従
業
員
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
注

意
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
書
物
が
残
っ
て
お

り
、
大
変
注
意
深
く
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ



一
五
六

は
従
業
員
向
け
で
あ
っ
た
り
、
家
訓
を
は
じ
め
と
す
る
経
営

者
向
け
・
創
業
家
向
け
の
取
り
決
め
で
あ
っ
た
り
と
い
う
形

態
を
持
つ
。
ま
た
、
諸
藩
に
お
い
て
は
、
商
家
以
上
に
家
の

継
承
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
家
訓
や
家
督
を
譲
る

際
に
藩
主
の
心
得
と
し
て
次
期
藩
主
に
伝
承
し
た
文
章
が
残

さ
れ
て
お
り
、
藩
運
営
の
大
き
な
支
柱
と
な
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
は
、
い
く
つ
か
の
藩
に
お
い
て

行
政
改
革
と
財
政
再
建
と
を
目
的
と
す
る
藩
政
改
革
の
試
み

が
な
さ
れ
た
。
多
く
の
失
敗
事
例
も
あ
る
が
、
中
で
も
特
筆

す
べ
き
成
功
事
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
久
保
田
藩
（
秋
田
）、

米
沢
藩
（
山
形
）、
松
代
藩
（
長
野
）、
備
中
松
山
藩
（
岡

山
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
改
革
の
成
功
事
例
は
現
代

の
経
営
学
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
諸
事
例
は
文
献
学
的
調
査
や
歴

史
学
的
調
査
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
経
営
学
の
立
場
か

ら
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現

状
に
鑑
み
て
、
現
代
の
経
営
学
的
な
視
点
か
ら
江
戸
時
代
の

経
営
や
藩
運
営
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

右
記
の
よ
う
な
研
究
背
景
・
目
的
の
な
か
で
本
年
度
に

お
い
て
は
庄
内
地
域
の
藩
・
商
家
を
対
象
と
し
た
調
査
を

実
施
し
た
。
ま
ず
、
山
形
県
の
庄
内
地
域
に
て
、
旧
庄
内

藩
に
お
け
る
藩
政
改
革
に
つ
い
て
の
史
料
調
査
、
お
よ
び

酒
田
に
お
け
る
商
家
経
営
の
資
料
調
査
を
行
っ
た
。
具
体

的
に
は
、「
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
」、「
鶴
岡
市
立
中
央
図

書
館
」、「
旧
風
間
家
住
宅
」、「
酒
田
市
役
所
」、「
庄
内
米

歴
史
資
料
館
」、「
本
間
家
旧
本
邸
」、「
山
形
県
酒
田
海
洋

セ
ン
タ
ー
」「
庄
内
米
歴
史
資
料
館
」「
本
間
家
旧
本
邸
」、

「
本
間
美
術
館
」「
酒
田
市
立
中
央
図
書
館
」「
致
道
館
」

と
い
っ
た
施
設
を
訪
問
し
、
史
料
調
査
を
行
う
の
と
同
時

に
、
文
献
の
複
写
・
調
達
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
藩
政
・
商
家
経
営
を
分
析
す
る
の
に
有
用

な
理
論
枠
組
み
を
整
理
す
る
た
め
に
先
行
研
究
の
文
献
レ

ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
主
に
経
営
組
織
論
分
野
の
文
献
を
対

象
に
し
、
本
研
究
に
お
い
て
利
用
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
整

理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
先
述
し
た
調
査
の
中
で
調
達
し
た

文
献
を
も
と
に
事
例
研
究
を
構
築
し
、
こ
れ
に
整
理
し
た
理

論
枠
組
み
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
分
析
に
耐
え
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
こ
の
分
析
の
成
果
に
つ
い
て
は
、『
東
ア
ジ
ア
学

術
総
合
研
究
所
集
刊
』
に
研
究
ノ
ー
ト
の
形
で
公
表
す
る
予

定
で
あ
る
。




